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１ 総  則 

１-１ 適  用 

 
ＣＡＤによる図面作成要領は、岡山市下水道河川局が発注する測量業務における図面の作

成方法およびデータの定義方法を規程したものである。 

 

従来より岡山市下水道河川局においては、製図基準を定め図面作成の標準化を行ってきた

が、近年の情報化の進展により図面作成においてＣＡＤ（ Computer Aided Design ）によ

る作図が可能となっている。紙媒体で作成される図面については、様式、大きさ、使用する

線・文字・記号、図形の表し方、管理情報の記入方法など、人間への見せ方の決まりが規格

化されれば十分であった。しかし，ＣＡＤ図面の場合、人間への見せ方の決まりに加え電子

データのフォーマット、構造、各データの定義・処理方法等、コンピュータでの自動処理に

必要な事項まで標準化することが必要となる。こうすることにより，複数のシステム間で情

報を交換・共有化し、再利用することが可能になる。 

 

測量作業で一旦作成されたＣＡＤデータを次の段階での設計作業等で共有して協調的に

一貫して利用していくには、コンピュータの自動処理に必要な事項について標準化する必要

が有り、その作成方法などを定めたものである。 

 
１-２ 使用ＣＡＤについて 

 
使用するＣＡＤソフトは原則として AutoCAD 完全互換（下記 1.3 に示す交換用図面データフ

ァイルフォーマットが作成できれば良い）とし、アドオンアプリケーションに関しては特に

定義しない。 

 
１-３ 交換用図面データファイルフォーマット 

 
交換用（提出）図面データファイルフォーマットは AutoCAD R14～2006/AutoCADLT97
～LT2006 形式の DWG ファイルでなければならない。 

 
１-４ ラスター図面データファイルフォーマット 

 
ラスター図面データファイルフォーマットは、一旦出力した紙図面をスキャナで 300DPI 以

上の精度で読み取り、TIF ファイル形式（非圧縮，G4Fax，G3Fax，Packbits）とし、Paint Shop 

Pro Ver 4.2J Light で読み取り可能であるものとする。なお色数はモノクロ２値とする。 

なお公図の写しは図枠の外側でカットすること。 

 
１-５ 成果表及び土地登記簿調査表データファイルフォーマット  

 

成果表及び土地登記簿調査表に関しては、Excel2007 以降で作成するものとし、ファイルフ

ォーマットはそれぞれのソフトウェアの標準形式とする。使用文字フォントは原則として

True Type Font のＭＳ明朝，ＭＳゴシックを使用すること。また外字文字を使用してはなら

ない。 
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１-６ 点の記データファイルフォーマット 

 

写真無しの場合、成果をスキャナで 300DPI 程度の精度で読み取り、TIF ファイル形式にし

なければならない。なお色数はモノクロ２値とする。 

写真がある場合、成果をスキャナで 300DPI 程度の精度で読み取り、TIF ファイル形式にし

なければならない。なお色数は 256 色とする。 

なお写真に関しては、100 万画素以上の解像度であればデジタルカメラを使用しても構わな

い。なお TIF ファイル形式（非圧縮，G4Fax，G3Fax，Packbits）とする。 

 
１-７ ファイル名 

 

データに定義するファイル名は、以下に示すように名称部分（ドライブ文字を含む 256    

文字まで）と拡張子により構成する。名称部分については、ファイルの中身がわかりやすい

名称とし、原則として漢字を使用すること。 

 
ファイル名については、後の使い勝手や管理の面から、極力そのファイル内容が想像でき    

るような名称の付け方が望ましい。例えば、以下のような内容を示すキーワード的な単語を    

“_”（アンダースコア：半角英数字とする）で接続する。 

また、ファイル名の最初の１文字はライフサイクルのフラグ文字を記入する。 

 
《例： 測量番号が１２３の場合》 

        
交換用図面データファイルの場合 

 
《平面図》 

 
 
       S_123_平面図 01.DWG 

 
 
 
 
《横断図》 

S_123_横断図 01.DWG 

 
《ラスター図面の場合》 

S_123_基準点網図.TIF 

 
《点の記の場合》 

S_123_点の記_ＸＸＸ.TIF 

 
 
《成果表の場合》 

S_123_成果表.XLS 

S_123_平均成果表.XLS 

《土地登記簿調査表の場合》 
S_123_土地登記簿調査表.XLS 

測量を表す S（半角） 測量番号（半角） 

点名（全角） 

図面名（全角）但し番号は半角 

拡張子（半角） 
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１-８ 座標原点 

１-８-１ 地形データが存在する図面 

 
地形データが関係する図面データ（各種平面図等）に関しての座標の取り扱い方法を以下とす

る。 

１． 図枠の左下角を座標原点(0,0)とし、作図原点とする。 

２． AutoCAD 内のモデル空間に読み込まれた地形データの座標系（公共座標系）を UCS 座標系

とする。 

３． 平面直角座標系に対応したグリッド構成であること。 

４． グリッドの座標値（Ｘ，Ｙ）をグリッド線の端に表示すること。 

 
①地形データが座標系を持つ場合（1/250 平面図） 

従来の図面作成作業では、線や図形、地形等の座標系を考慮する必要がなかったが、ＣＡ

Ｄ上ではすべての図形が数値により表現された座標を持つことになる。従って、作業内容に

適した座標系を設定する必要がある。 

ここでは、ＣＡＤが本来持っている座標系に対し、地形上の座標系をユーザー座標系（Ｕ

ＣＳ座標系）として設定するものである。 

 
②地形データが座標系を持たない場合 

地形データが特に座標系を持っていない場合、つまり、地形データは参照用で特にその地

形上で座標を使用した作業が必要でない場合は、地形データをグリッドの角度に関係なく、

図枠の左下を（０，０）にした位置でもよい。 

 
１-８-２ 地形データが関係しない図面（縦断図・横断図等） 

 
地形データが関係しない図面に関しては以下とする。 

１． 図枠の左下角を座標原点(0,0)とし、作図原点とする。 

２． データ保管時には、図面全体がプレビュー可能なように全体を表示して保管すること。 

 
１-９ 縮尺と作図単位と用紙サイズ 

 
 
      各図面に対する縮尺と作図単位および出力時の用紙サイズは以下を標準とする。 
 

 縮尺 作図単位 用紙サイズ 
①地形データ  １：２５０ ｍ 1445×841 ㎜ 
②横断図  １：５０ ｍ Ａ１ 
③基準点網図  ｍ Ａ４～Ａ１ 
④集成図  １：１０００ ｍ Ａ０ 
⑤公図の写し   Ａ２～Ａ０ 

      
 

AutoCAD は縮尺や単位系の概念をもっておらず、出力時に初めて尺度等が決定される。  

即ち、１作図単位という単位しかなく、図面作成者が作図する際に、１作図単位を㎜にする

のか、ｍまたは㎞にするのかを設定する。他のＣＡＤにはない優れた特徴ではあるが、図面

データの納品時やデータ交換時に正確にデータが伝達できないことも予想されるため、その

標準を定めることとした。 
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１-１０ 各種図面の画層（Ｌａｙｅｒ） 

各図面のレイヤー名称の定義は、最初の１文字をライフサイクルのフラグとし、S（英数

字半角）を付加する。 

 
１-１０-１ 平面図系 

 
画 層 名 対象図形等 備考 

０  定義しない 

S図枠 図枠、名版、方位、位置図、割図  

S 現況図 現況平面図  

S 所有者情報 家屋名、住所、所有者情報、建物形式、階数  

S 家屋面積 家屋面積  

S 独立標高 独立標高点及び数字および横断位置  

 
１-１０-２ 横断図系 

 
画 層 名 対象図形等 備考 

０  定義しない 

S図枠 図枠、名版  

S 横断図 現況横断図  

S 距離標高 距離、標高  

 
１-１０-３ 縦断図系 

 
画 層 名 対象図形等 備考 

０  定義しない 

S図枠 図枠、名版  

S 現況地盤線 現況地盤線  

 
なおレイヤーの並び順は特に規程しない。また、defpoints 画層を含んでも良い。 

 

２ ＦＯＮＴと文字 

 

① 使用文字フォントは原則として、shx フォントを txt.shx、ビッグフォントを extfont.shx

とすること。なお名版は True Type Font を使用しても構わない。 

② 外字文字等の市販されている FONT 集を使用した特有の文字に関しては使用してはならな

い。 

③ 文字コードとしては ShiftJIS を原則とする。 

④ 図面への文字記入は全て文字列として記入されなければならない。 

⑤ 文字列で使用する数字は全てアラビア数字とし、他の仕様書等の規程でローマ字、丸囲み

数字等とされているものもアラビア数字で記入しなければならない。 
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３ シンボル表示について 

岡山市公共測量作業規程、図式規定を準用する。但し、地下、地上工作物の

表示は以下を標準とする。 

 

表  示 工  作  物 
図化する 
大きさ 

備    考 

○□G ｶﾞｽ管のﾊﾞﾙﾌﾞまたは水取器 径 1.5㎜ 方向記入しない 

○□Ｗ 水道管のﾊﾞﾙﾌﾞ 径 1.5㎜ 方向記入しない 

□Ｗ／Ｆ 水道消火栓 径 1.5㎜ 方向記入しない 

□Ｗ／Ａ 水道管の空気弁又は排気弁 径 1.5㎜ 方向記入しない 

 S 下水道のﾏﾝﾎ-ﾙ 径 2.5㎜  

 T 電話のﾏﾝﾎ-ﾙ 径 2.5㎜  

 E 電気のﾏﾝﾎ-ﾙ 径 2.5㎜  

 G ガス管のｶﾞﾊﾞﾅ-室 径 2.5㎜  

   Ｔ 電話柱 径 1.5㎜ 方向記入する 1 ㎜ 

   E 電気柱 径 1.5㎜ 方向記入する 1 ㎜ 

○信 信号柱 径 1.5㎜  

○灯 防犯灯柱 径 1.5㎜  

○Ｒ ｶ-ﾌﾞﾐﾗ-、交通標識、その他ﾎﾟ-ﾙ１式 径 1.5㎜  

○Ｋ 工業用水、その他ﾏﾝﾎ-ﾙ１式 径 1.5㎜  

○□浄 浄化槽 径 1.5㎜  

□Ｍ 量水器 径 1.5㎜  

  支線 径 1.5㎜  

  集水桝  径 1.5㎜  

建物構造    

Ｗ 木造 径 1.5㎜  

Ｓ 鉄骨造（AＬＣ、ｽﾚ-ﾄ、ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ、他） 径 1.5㎜  

ＣＢ 組積造（ﾌﾞﾛｯｸ、ﾚﾝｶﾞ、他） 径 1.5㎜  

ＲＣ 鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ造（ＳＲＣ、他） 径 1.5㎜  

看板 看板 径 1.5㎜  

 市町村名 径５㎜  

 河川、道路、その他の地名 径３㎜  

 ・  三級基準点 径 2.0㎜  

・ 
 

四級基準点 径 1.5㎜  

・ 
 

四級水準点 径 2.0㎜  

    

注 シンボルの中に表記する文字の高さはシンボルの径よりも小さくすること。 
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注） 
・ 電柱に添加されている電線類はすべて記入する。（家への引き込み線は除く） 
・ 電気と電話の両方が添加されている場合には電柱の持ち主のほうを先に書く。 
 （中電が設置した電柱の場合は、 ○ ＥＴ、逆の場合は ○ ＴＥとする。） 
・ 電柱に付いている信号も記入（ＴＥ信など）し、防犯灯や交通標識などは記入しない。 

                      （長くなり図面が見にくくなるため） 
・ 電柱と電柱との支線は記入しない。 
・ 水路上に設置されているゴミステーションは記入するが、看板の設置のみで道路上などにあるゴミ

収集場は ゴ とする。（図化する大きさ 径２．５㎜） 
・ 歩行者停止マーク   は方向（足の向き）も正確に記入すること。（図化する大きさ 径２．５ 
  ㎜） 
・ 水路や側溝に露出している水道管は外径でなく内径（水道の呼び径）で記入のこと。ただし、 

各家などへの引き込み管には防護処置がされており外径がまちまちで確認が困難なため、それほ 
どこだわらない。 

                          （基本的には１３㎜か２０㎜である） 
・ ガスメーターは記入する。（プロパンの場合はなし） 

ガスメーターが壁に取り付けてある場合 
 ガスメーターが離れている場合 
 
・宅内の台所はＫ、トイレはＷＣと記入すること。（図化する大きさ 径１．５㎜） 
・民地の舗装部分に関しては、Ａｓ（アスファルト）、Ｃｏ（コンクリート）、ｇ（土及び砂利）と 
 記入すること。（図化する大きさ 径１．５㎜） 
・露出しているパイプ等に関してはＨＰ（ヒューム管）、ＶＰ（ビニールパイプ）、ＣＰ（土管）の 
 区別を記入し、内径を記入すること（図化する大きさ 径１．５㎜） 

 

４ 寸法図形 

特に規定しない。 

 

５ 引き出し線 

特に規定しない。 

 

６ 線  種 

 
線種に関しては以下を原則として図面を作成すること 

 
線種 線種（AutoCAD 名称） 

実線 CONTINUOＵS 

点線 DOT 

破線 DASHED / HIDDEN 

１点鎖線 CENTER / DASHDOT 

２点鎖線 DIVIDE / PHANTOM 
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７ 図面出力時の線の太さ 

  
      岡山市公共測量作業規程の号線に従い以下の太さとする。 
 

線の太さ（㎜） 号線 備考 
０．１３ ２，３号 文字 
０．２５ ４号 所有者、地番、地目 
０．３５ ６号以上 堅牢建物 
０．７  図枠線 

 
 
 

８ ハッチング 

 
特に規定しない。 

 
 
 

９ 色 番 号 

 
      図面で使用する色番号は以下を原則とする。 
 

線の太さ（㎜） AutoCAD 標準 岡山市標準仕様色 

０．１３ 白 ７番 

０．２５ 青 ５番 

０．３５ 赤系 ２０番 

０．７ 紫 ６番 
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地形図と同じ

115915 15

1189

8
4
1

8
1
1

1
5

1
5

名版

方位

１０ 図枠作成基準 

《横断図及び基準点網図》 
図面出力時の図枠は以下の通りとする。なお、基準点網図のサイズ違いは縁取り幅及び名

版は同一とする。 

 
 

《集成図及び公図の写し》 
図面出力時の図枠は以下の通りとする。なお、公図の写しのサイズ違いは縁取り幅及び名

版は同一とする。なお、集成図には方位を記入すること。 

地形図と同じ

81115 15

841

59
4

56
4

15
15

名版
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《地 形 図》 
図面出力時の図枠は以下の通りとする。なお上下左右の図面とのラップ部分が発生しない

ように区画割を行うこと。 

 
 

名版は以下の通りとする。 

 
 

15

125015 15

1445

8
4
1

7
0
0

5
6

5
5

1
5

15 15 15120
1
5

30 90 15

7
0

9
0

2
0

2
0

2
0

2
0

3
0

252525

2
0

1
0

1
0

1
0
1
0

1
0

1
0

方位

20 

30 

図面名称

測量番号

測量区域

発注者

測量業者

縮 尺

作成日

１２３４
10 

10 

10 

10 

10 

10 

90 

令和  年  月（２０？？年  月）

○×測量株式会社

岡山市下水道河川局・・・ 

１／２５０
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１１ 成果品 

１１-１ メディア 

 
成果品データを納品する電子媒体は、ＣＤ－Ｒとする。 

なお、ＣＤ－Ｒのフォーマットの形式は、ＩＳＯ９６６０（レベル１）とする。 

 
１１-２ ＣＤ－Ｒ保管通則 

 
 １）フォルダの構成 

提出するＣＤ－Ｒディスクは、各種図面等の種類毎にフォルダを作成し、各フォルダに図

面を保存する（１１．３参照）。 

 
２）ＣＤ－Ｒディスクのラベル 

・提出するＣＤ－Ｒのラベル面には、下記の情報を明記すること。（図１－１参照） 

なお、電子媒体には、必要項目を表面に直接印刷するものとする。シールによっては温湿度

の変化で伸縮し、電子媒体に損傷を与えることがあるため、シールは使用しない。 

(1) 契約番号 

(2) 委託業務名 

(3) 測量番号 

(4) 業務完了日 

(5) 作成年月日 

(6) 発注者名称 

(7) 受託者名称 

(8) ウイルスチェックに関する情報 

(9) ＤＸＦチェックバージョン 

(10)ＣＤ－Ｒフォーマット形式 

・プラスチックケースのラベルの背表紙には、下記のような情報を横書きで明記するこ

と。（図１－２参照） 

(1) 委託業務名 

(2) 作成年月日 
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 図１－１ ラベル記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１－２ 背面紙記載例 

 

 

 

契約番号  ：R○○-○○○○○○○○○○―○○ 

委託業務名：○○地内地形測量業務委託（その○） 

業務完了日：令和○○年○月○日 

作成年月日：令和○○年○月○日 

発注者：下水道河川局○○課 

受託者：○○株式会社 

ウイルス対策ソフト名：○○○○ 

ウイルス定義：令和○○年○月○日版 

チェック年月日：令和○○年○月○日 

DXF チェックバージョン：5.1.8.1 

フォーマット形式：ISO9660(ﾚﾍﾞﾙ 1) 

測量番号：○○○ 

○○地内地形測量業務委託（その○）           作成年月日：令和○○年○月○日 
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３）Readme ファイルの作成 

提出するＣＤ－Ｒディスクの測量番号のフォルダに、ＣＤ－Ｒディスクの内容について記

述した  Readme ファイルを Excel で作成し保存しておくものとする。 

１－１０に示す画層以外の画層名称を使用した場合や、特殊なフォルダを使用したとき     

は、その中に必要事項を記入すること。 

 
 A B  C 

1 契 約 番 号 R○○-○○○○○○○○○○―○○ 

２ 委託業務名 ○○地内地形測量業務委託（その○） 

３ 測 量 番 号 ○○○○ 

４ 業務完了日 令和○○年○月○日 

５ 作成年月日 令和○○年○月○日 

６ 発 注 者 下水道河川局○○課 

７ 受 託 者 ○○株式会社 

８ ｳｲﾙｽ対策ｿﾌﾄ名 ○○○○ 

９ ｳｲﾙｽ定義 令和○○年○月○日版 

１０ ﾁｪｯｸ年月日 令和○○年○月○日 

１１ DXFﾁｪｯｸﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 5.1.8.1 

１２ ﾌｫｰﾏｯﾄ形式 IS09660(ﾚﾍﾞﾙ1) 

１３ 線の太さ（㎜） 色番号 備     考 

１４ 0.13 7  

１５ 0.25 5  

１６ 0.35 20  

１７ 0.5 3  

１８ 0.7 6  

１９ 備考 

２０   

２１  

２２    

２３    

 

 
４）ウイルスチェック 

提出するファイルに関してはウイルスに関する安全性を考慮し、常に最新のウイルスチェ 

ックプログラムで確認しておくこと。 
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１１-３  データ保管ディレクトリ構成 

データは以下の図を参考にしてディレクトリ名を作成すること。 

 

測量番号

測量番号
(例：１２３）

英数半角

README.XLS

平面図

横断図

縦断図

成果表

点の記

基準点網図

土地登記簿調査

集成図

S_XXXX_平面図01.DWG

S_XXXX_横断図01.DWG

S_XXXX_成果表.XLS

S_XXXX_基準点の記_XXXX.TIF

S_XXXX_集成図.DWG

S_XXXX_土地登記簿調査表.XLS

S_XXXX_縦断図01.DWG

S_XXXX_平面図02.DWG

S_XXXX_横断図02.DWG

S_XXXX_縦断図02.DWG

S_XXXX_基準点の記_YYYY.TIF

S_XXXX_基準点網図.TIF

平面図や横断図等、図面が複数存在する場合、
番号（半角）をファイル名に付ける

フォルダ名

ファイル名

￥

基準または水準

点名

S_XXXX_公図の写し01.TIF

S_XXXX_公図の写し02.TIF
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１１-４ プロッター出力について 

本仕様書で定義している成果品については、Ｘ，Ｙプロッター，静電気プロッター，イ

ンクジェットプロッターを使用しても良い。 
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１２ デジタルデータ作成フロー 

 

地形図原図又は
マイラー図面

DWG形式データファイル

平板を用いた細部測量

ＴＳを用いた細部測量

スキャナーで読み取り
デジタイザーで読み取り
・結線データ作成
（マップデジタイズ）

ベクトル化（電子トレース）

編集
・ラインの補正
・記号入力
・文字の再入力
・レイヤー分け

図面出力（２様）
標高有り・無し

データ出力
・出力媒体：ＭＯ

デジタルデータ
（地形図原図）

ＤＸＦ

編集
・記号入力

・文字位置，フォントの編集
・レイヤー分け

図面出力（２様）
標高有り・無し

データ出力
・出力媒体：ＭＯ

ＤＷＧ

ＤＷＧ

・出力媒体：ＣＤ－Ｒ 

・出力媒体：ＣＤ－Ｒ 



 16  

 
 
 
 

      図面
  ・基準点網図
  ・観測路線図

TIF 形式データファイル（図面）

平板を用いた細部測量 
及び 
ＴＳを用いた細部測量 
共通 

スキャナーで読み取り

画像処理ソフト 

図面出力（２様） 
標高有り・無し データ出力

・出力媒体：ＭＯ

TIF

TIF 形式データファイル（点の記）
点の記

スキャナーで読み取り

画像処理ソフト 

印刷 データ出力
・出力媒体：ＭＯ

TIF

XLS 形式データファイル（成果表・土地登記簿調査表）

ＥＸＣＥＬで作成

印刷 データ出力
・出力媒体：ＭＯ

XLS

・出力媒体：ＣＤ－Ｒ 

・出力媒体：ＣＤ－Ｒ 

・出力媒体：ＣＤ－Ｒ 

 EXCEL 
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１３ ベクトル図面編集基準 

平板を用いた細部測量で作成した「地形図原図またはマイラー図面」のベクトル化は、

電子トレースまたはマップデジタイズにより行なうこととし、作成された各図形はショ

ートベクトルでないこととする。 

 


